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政策実現。着実に前進！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｕ Ａゼンセンの重点政策である悪質クレーム（迷惑行為）対策を川合たかのり議員と共に事あるごとに国会で取り上げ、国

としての対応を求めてきました。 

 コロナ禍においてソーシャルワーカーに対する冷静さを欠いた消費者の行動

がマスコミ等でも取り上げられました。 

 参議院予算委員会で、この問題に対する認識を安倍総理にダイレクトに

質し、総理から働く仲間に労いの言葉と消費者に対して「冷静な行動」の呼

びかけがなされました。 

 続く厚生労働委員会や地方・消費者特別委委員会でも具体的な対策

等を関係省庁と連携して推進するように強く求めました。 

 活動の甲斐あり、先日発表された、令和３年度厚生労働省・予算概算

要求の主要事項にカスタマーハラスメント対策の推進が計上されました。 

 働く者・消費者・経営者がお互いの立場を尊重し理解を深め、健全な関

係を築ける取組を国政では川合たかのり議員と二人三脚で、併せて、思いを

同じくするUAゼンセンの地方議員の皆さんと共に一歩一歩着実に前へ進め

て参ります。  



 

 

衆院戦埼玉４区に挑戦。 

あさの克彦さん。 

※浅野さんは川合たかのり参議

院議員の秘書さん。 

山口県光市議会に挑戦。

小林たかしさん。 

愛知県岡崎市議会3期目挑戦。 

井町圭孝さん。 

国政･地方自治体に仲間を増やそう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 
政において様々な課題に取り組み、その解決策として法律や制度・仕組

みを創りあげたとしても、実際にその制度や予算が地域住民のために活

用され機能が果たされるかどうかは、都道府県や区市町村がそれら制度

の情報を迅速に把握し、施策や制度の意義を認識して確実に地域住民に届けなけれ

ばどんなに良い制度でも絵に描いた餅に過ぎません。だから、地方自治体の議会にも思

いを同じくする仲間が必要です。国政と地方自治体議員が連携を強く結べば課題解決

の道が広がります。 

 また、多くの議員が居れば働く仲間の声をより強くより広く国政や地方自治体に届けら

れ実現へと繋がります。 

 多くの仲間を増やしたい。そんな思いで全国各地を飛び回っています。 

10月26日から12月5日までの41日間の国会が始まり、今国

会での所属する委員会と調査会が決まりました。 

に所属しました。 

和泉市議会選挙で当選を

果たした。 

浜田ちあきさん。 


